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日本リメディアル教育学会、ニューズレターNo.59 をお届

けいたします。今回は、 

1) 第 8回全国大会開催報告 

2) 第 6回九州・沖縄支部大会（2012年度） 

および第 3回テーマ研究会開催 

3) 専門部会等一覧（2012年 9月 1日現在） 

4) 定時総会開催報告 

5) 理事会（第 7回）開催報告 

6) 事業計画書、収支予算書 その他 

についてお知らせいたします。 

 

 

以下の要領で、第 6回九州・沖縄支部大会および第 3回

テーマ研究会を開催いたします。 

日 時： 2012年 9月 15日 

会 場： 福岡大学 8号館 

参加費： 無料 

詳細は、九州・沖縄支部会のページおよびコミュニケー

ション能力育成部会のページをご覧ください。 

http://www.jade-web.org/jade/branch/kyuusyuuokinawa.html 

http://www.jade-web.org/jade/specialty/communication.html 

 

 

 

 

会長 穗屋下 茂 

 

第8回全国大会は、8月27日（月）から 29日（水）の 3

日間にわたり、「情報の共有」～大学内における教員と

職員の連携を中心に～をテーマに立命館大学衣笠キャ

ンパス以学館で開催されました。参加者は 475 名とこれ

までで最多となり、とりわけ非会員の参加者が 169 名と

三分の一を上回り、学会の認知度の高まりと大会内容へ

の関心の高さを示すものとなりました。 

プログラムは講演会 2、シンポジウム 4、ラウンドテー

ブル 4、ワークショップ１、一般研究発表 67（英語部会 18、

日本語部会6、理数系部会10、学習支援部会13、ICT活

用教育部会 8、コミュニケーション能力育成部会 3、初年

次教育9）、ポスターセッション 7と非常に充実したもので

した。 

講演会は、特別講演「学士力と単位の実質化」（文部

科学省 高橋浩太朗氏）と記念講演「キャリア教育と高大

接続」（京都市教育委員会 荒瀬克己氏）で、ともに時宜

を得た講演でした。また、シンポジウムの一つとして実行

委員会が企画した「学習支援における教職協働の営み」

では、教員、事務職員それぞれの立場での報告・提案及

び活発なディスカッションが行われ、本大会のテーマに

相応しいシンポジウムとなりました。 

2 日目昼休みには立命館大学図書館に設けられた学

習支援のための空間「ぴあら」の見学ツアーが実施され、

60名余りの参加者がありました。 

企業展示は初参加企業も含め 28社29ブースと多くの

参加があり、リメディアル教育或いは入学前教育に対し

て示唆に富む展示でした。 

2 日目終了後には、会場地階食堂で情報交換会が行

われ、187 名の参加がありました。講演者等招待者の参

加もあり、また展示企業からの参加も多く、実りある情報

交換とともに大いに懇親を深める場となりました。 

(大会実行委員長 岡 毅) 

 

副会長 小川 洋 

副会長 中園 篤典 

事務局長 寺田 貢 

【委員会】 

編集委員会 委員長 金田 徹 

国際交流推進委員会 委員長 酒井 志延 

将来構想検討委員会 委員長 小野 博 

第 8回全国大会実行委員会 委員長 岡 毅 

第 9回全国大会実行委員会 委員長 中園 篤典 

【専門部会】 

英語部会 部会長 酒井 志延 

日本語部会 部会長 馬場 眞知子

理数系部会 部会長 水町 龍一 

学習支援部会 部会長 小川 洋 

ICT活用教育部会 部会長 小松川 浩 

コミュニケーション能力育成部会 部会長 小野 博 

教職協働部会 部会長 椋本 洋 

【支部会】 

北海道支部会 支部長 中嶋 輝明 

東北支部会 支部長 高階 悟 

関東・甲信支部会 支部長 小川 洋 

東海・北陸支部会 支部長 浅野 享三 

関西支部会 支部長 村上 裕美 

中国・四国支部会 支部長 谷川 裕稔 

九州・沖縄支部会 支部長 小薗 和剛 

 

 

 



 

8 月 28 日に、立命館大学衣笠キャンパス以学館におい

て、定時総会が開催されました。議事の概要を以下に示し

ます。 

1．事業報告・決算について 

2011 年度の事業報告と決算について、事業報告書の内

容が報告され、収支計算書が承認されました。 

2．第 9回全国大会について 

2013年度の第 9回全国大会について、広島修道大学で

開催予定であることが報告されました。 

3．書籍について 

日本リメディアル教育学会が監修した書籍『大学におけ

る学習支援への挑戦』について、紹介がありました。 

 

 

 

8 月 27 日に、立命館大学衣笠キャンパス至徳館におい

て、理事会（第 7 回）が開催されました。議事の概要を以下

に示します。 

【決議事項】 

1．事業報告・決算について 

2011 年度の事業報告と決算について、事務局より説明

があり、審議の結果、承認されました。 

2．補正収支予算について 

2012 年度の補正収支予算について、事務局より説明が

あり、審議の結果、承認されました。 

3．第 9回全国大会実行委員会について 

穗屋下会長から、第 9回全国大会実行委員会を設置し、

中園理事を委員長に任ずる件の説明があり、審議の結果、

可決されました。 

4．教育学関連学会連絡協議会(仮称)について 

穗屋下会長から、本会が教育学関連学会連絡協議会(仮

称)に参加し、その結成準備会に穗屋下会長が参加する件

の説明があり、審議の結果、可決されました。 

5．副会長について 

穗屋下会長から、植松副会長と酒井副会長の願に依る

辞任を承認し、小川理事を副会長に指名する件の説明が

あり、審議の結果、可決されました。 

6．臨時総会開催について 

穗屋下会長から、2013年 3月に関西支部会で開催予定

の支部大会に合わせて、臨時総会を開催する件の説明が

あり、審議の結果、承認されました。 

7．新専門部会設置について 

穗屋下会長から、教職協働部会を設置する件の説明が

あり、審議の結果、可決されました。 

【協議・報告事項】 

1．第 9回全国大会について 

穗屋下会長から、2013年度の第 9回全国大会は広島修

道大学で開催予定であることが説明され、協議の結果、了

承されました。 

2．臨時総会の議事について 

穗屋下会長から、臨時総会で会長の選定方法の整備そ

の他必要な会則改正をするため、役員メーリングリストによ

る意見交換を行うことが説明され、協議の結果、了承され

ました。 

3．九州・沖縄支部会の支部大会について 

9月15日に福岡大学において開催予定の支部大会につ

いて、九州・沖縄支部会支部長の小薗理事より説明があり

ました。 

4．JADEテーマ研究会について 

9月 15日に福岡大学において開催予定の第 3回 JADE

テーマ研究会について、コミュニケーション能力育成部会

の小野部会長より説明がありました。 

5．書籍について 

穗屋下会長から、日本リメディアル教育学会が監修した

書籍『大学における学習支援への挑戦』について、紹介が

ありました。また、ICT 活用教育部会が中心となって新たな

書籍を企画する意向について、説明がありました。 

6．第 10回記念大会について 

穗屋下会長から、2014年度の全国大会を第10回記念大

会として東京で開催する意向について、説明がありました。 

7．その他 

全国大会開催と学会誌発行の継続事業としての枠組み

を会則に基づく細則として定めること、その他について意見

交換を行いました。 

 

 

 

以下の書類について、別紙に掲げます。 

1．「2012（平成 24）年度事業計画書」 

（理事会（第 6回）承認、本ニューズレターで公告） 

2．「2012（平成 24）年度補正収支予算書」 

（理事会（第 7回）承認、本ニューズレターで公告） 

3．「2011（平成 23）年度収支予算書」 

（理事会（第 6回）承認、本ニューズレターで公告） 

4．「2011（平成 23）年度事業報告書」 

（理事会（第 7回）承認、定時総会報告） 

5．「2011（平成 23）年度収支計算書」 

（理事会（第 7回）承認、定時総会承認） 

6．「2011（平成 23）年度監査報告書」 

（理事会（第 7回）報告、定時総会報告） 

 

 

 



 

会誌『リメディアル教育研究』では、リメディアル教育に関

する研究、教材や教授法の開発と評価、実践の報告などに

ついての原稿を募集します。投稿は本会の会員が筆頭者

であるものに限ります(編集委員会が特に認めた場合は、

非会員からの論文等を掲載することもあります)。掲載の採

否は、査読審査を経たのち、編集委員会において決定しま

す。原稿料の支払い、掲載料の徴収はいたしません。 

 

 

 

原稿表紙、割付見本（執筆要項）などの投稿に必要なフ

ァイルが、2012年 8月 23日から変更されております。さら

に、掲載に至らせる原稿内容を作成するための一助として、

原稿執筆ガイドラインを用意いたしましたので、ご一読いた

だければ幸いです。 

詳しくは、http://www.jade-web.org/jade/journal/journal.html

をご覧ください。 

 

 

 

本学会では、会員の皆様のご協力を得まして、本学会監

修として『大学における学習支援への挑戦（リメディアル教

育の現状と課題）』（A5判、266ページ）を（株）ナカニシヤ出

版から発行しました。 

本書の価格は 2,800円（税込2,940円）ですが、本学会会

員割引価格として、2,352円で販売いたします。 

ナカニシヤ出版からの発送になりますので、1 冊の場合

は別途送料が 290円かかりますが、2冊以上購入される場

合は送料は無料です。また、公費（校費）書類が必要な場

合は後ほど、お送りします。 

購入は、以下のフォームからお願いたします。 

http://www.jade-web.org/members/modules/ccenter/?form=16 

 

 

 

【文責】 竹内芳衛 

 

 

 



日本リメディアル教育学会 2012（平成 24）年度事業計画書 
（2012 年 4 月 1 日～2013 年 3 月 31 日） 

Ⅰ．事業活動 

1．学術集会等の開催（会則第 3 条第 1 号、第 4 号） 
（1）第 8 回全国大会 

2012 年 8 月 27 日～29 日、立命館大学において開催する。 
（2）支部大会 

各支部会の主催により必要に応じて開催する。 
（3）専門部会 

各専門部会の主催により必要に応じて開催する。 

2．学術雑誌等の発行又は公表（会則第 3 条第 2 号、第 4 号） 
（1）会誌「リメディアル教育研究」 

第 7 巻第 1 号と第 7 巻第 2 号を発行する。 
（2）ニューズレター 

学会の動向について、会員に情報提供するため、必要に応じて発行する。 

3．国内外の関連学術団体との連携及び協力（会則第 3 条第 3 号、第 4 号） 
（1）第 8 回全国大会の後援および共催 

京都府教育委員会・京都市教育委員会・大学コンソーシアム京都を後援団体、立命館

大学を共催団体として開催する。 

4．その他本会の目的を達成するために必要な事業（会則第 3 条第 5 号） 
（1）リメディアル教育に関するアンケート結果の公表 

学会として実施したアンケート結果を会誌や出版物の形で公表する。 

Ⅱ．事業活動 

1．総会 
（1）2012 年度総会 

2012 年 8 月 28 日、立命館大学において開催する。 

2．理事会 
学会の事業の遂行のため必要に応じて理事会を開催する。 

 
以上 
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 2012年度（平成24年度）
2012年4月1日～2013年3月31日

日本リメディアル教育学会　補正収支予算書

補正予算 当初予算 差異 備考

数量 単価 合計 数量 単価 合計

前期繰越（A) 7,152,540 - -

I．収入の部

１．会費収入

正会員 600 4,000 2,400,000 600 4,000 2,400,000 0

大学会員 30 10,000 300,000 25 10,000 250,000 50,000 見直し

賛助会員 35 30,000 1,050,000 35 30,000 1,050,000 0

（小計） 3,750,000 3,700,000 50,000

2．事業収入

印税収入 300,000 300,000 0

学会誌収入

会員 30 1,000 30,000 10 1,000 10,000 20,000 前年度決算を基に見直し

非会員 15 2,000 30,000 10 2,000 20,000 10,000 前年度決算を基に見直し

（小計） 360,000 330,000 30,000

3．補助金等収入

寄付金 0 0 0

（小計） 0 0 0

4．雑収入

利息 500 1,000 ▲ 500 前年度決算を基に見直し

（小計） 500 1,000 ▲ 500

収入合計（B） 4,110,500 4,031,000 79,500

II．支出の部

1．事業費

全国大会準備費

第9回全国大会分 1 200,000 200,000 1 200,000 200,000 0

地方支部大会開催費補助 7 30,000 210,000 7 30,000 210,000 0

委員会運営費 500,000 500,000 0

専門部会運営費 500,000 500,000 0

事務局活動費 300,000 300,000 0

学会誌印刷発送

第7巻第1号 1,200,000 1,200,000 0

第7巻第2号 600,000 600,000 0

学会パンフレット印刷 3,000 40 120,000 3,000 40 120,000 0

（小計） 3,630,000 3,630,000 0

2．一般管理費

通信費 300,000 400,000 ▲ 100,000 前年度決算を基に見直し

事務用品購入費 400,000 300,000 100,000 前年度決算を基に見直し

理事会会議費 100,000 100,000 0

会員名簿管理等人件費 12 50,000 600,000 12 50,000 600,000 0

ドメイン管理 2,115 2,115 0

サーバ維持費 150,000 150,000 0

雑費 10,000 10,000 0

（小計） 1,562,115 1,262,115 300,000 誤集計を訂正

3．予備費

予備費 1,000,000 1,000,000 0

（小計） 1,000,000 1,000,000 0

支出合計（C） 6,192,115 5,892,115 300,000

収支（B）－（C) ▲ 2,081,615 ▲ 1,861,115 ▲ 220,500

次期繰越（A）＋（B）－（C） 5,070,925 - -
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 2012年度（平成24年度）
2012年4月1日～2013年3月31日

日本リメディアル教育学会　収支予算書

予算 備考

数量 単価 合計

前期繰越（A) -

I．収入の部

１．会費収入

正会員 600 4,000 2,400,000 2012年3月13日時点で562名（今年度末で10名退会）

大学会員 25 10,000 250,000 2012年3月13日時点で27校（今年度末で2校退会）

賛助会員 35 30,000 1,050,000 2012年3月13日時点で36団体（今年度末で2団体退会）

（小計） 3,700,000

2．事業収入

印税収入 300,000

学会誌収入

会員 10 1,000 10,000

非会員 10 2,000 20,000

（小計） 330,000

3．補助金等収入

寄付金 0

（小計） 0

4．雑収入

利息 1,000

（小計） 1,000

収入合計（B） 4,031,000

II．支出の部

1．事業費

全国大会準備費

第9回全国大会分 1 200,000 200,000 第9回大会は2013年度に開催

地方支部大会開催費補助 7 30,000 210,000

委員会運営費 500,000

専門部会運営費 500,000

事務局活動費 300,000

学会誌印刷発送

第7巻第1号 1,200,000 全大学宛アンケート回答大学へ送付につき増刷

第7巻第2号 600,000

学会パンフレット印刷 3,000 40 120,000 A4 表フルカラー：裏2色刷り

（小計） 3,630,000

2．一般管理費

事務用品購入費 300,000 印刷消耗品（用紙・トナー等）、封筒、バインダ他

通信費 400,000 郵送料、宅配便料、切手代他

理事会会議費 100,000

会員名簿管理等人件費 12 50,000 600,000

ドメイン管理 2,115

サーバ維持費 150,000

雑費 10,000 振込手数料等

（小計） 1,262,115

3．予備費

予備費 1,000,000

（小計） 1,000,000

支出合計（C） 5,892,115

収支（B）－（C) ▲ 1,861,115

次期繰越（A）＋（B）－（C） -
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日本リメディアル教育学会 2011（平成 23）年度事業報告書 

（2011年 4月 1日～2012年 3月 31日） 

Ⅰ．事業活動 

1．学術集会等の開催（会則第 3条第 1号、第 4号） 

（1）［日本語部会］ 

2011年 6月 4日、東京で開催した。（参加者 9名） 

（2）第 7回全国大会 

2011年 9月 2日～3日、福岡大学において開催した。（参加者 388名） 

これに先立ち、2011 年 9 月 1 日、佐賀大学において全国大会プレカンファレンスセミナーを

開催した。（参加者 52名） 

（3）第 1回 JADEテーマ研究会［学習支援部会］ 

2011年 11月 10日～11日、名桜大学において同大学との共催として開催した。（参加者 17名） 

（4）第 3回中国・四国支部会支部大会 

2011年 10月 29日、岡山理科大学において開催した。（参加者 16名） 

（5）第 1回関東・甲信支部会研究大会 

2012年 3月 10日、早稲田大学において開催した。（参加者約 60名） 

（6）第 4回関西支部会支部大会 

2012年 3月 19日、大阪体育大学において開催した。 

（7）第 2回北海道支部会研究会 

2012年 3月 22日、北星学園大学において開催した。 

2．学術雑誌等の発行又は公表（会則第 3条第 2号、第 4号） 

（1）学会誌『リメディアル教育研究』 

第 6巻第 1号（発行日 2011年 3月 31日）を発行し、全国の大学と会員とに発送した。 

第 6巻第 2号（発行日 2011年 9月 30日）を発行し、会員に発送した。 

（2）ニューズレター 

No.41～No.54を発行した。 

（3）国立情報学研究所電子図書館事業への参加 

「覚書」と「申合せ」の書類を取り交わした。 

3．国内外の関連学術団体との連携及び協力（会則第 3条第 3号、第 4号） 

（1）The National Association for Developmental Education (NADE)との連携 

酒井志延会員が、NADEの Official publication である Journal of Developmental Education

の編集委員を委嘱されている。 

4．その他本会の目的を達成するために必要な事業（会則第 3条第 5号） 

（1）日本語教材 

ウェブサイトに「教材」を追加し、「日本語教材」の利用（試用）について、日本語部会登録の

正会員を対象として、ウェブページでの申込受付を開始した。 

（2）全国の大学対象のアンケート 

「入学前教育・プレースメントテスト・リメディアル教育」の実施状況に関する調査を実施し

た。（2011年 5月 20日発送） 

（3）会員名簿 

「日本リメディアル教育学会 会員名簿」（2011年 5月）を編集し、会員に発送した。 
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（4）役員候補者選出選挙 

役員候補者選出選挙を実施した。（2011年 7月 8日公示） 

（5）専門部会の設置 

2011年 9月 2日、コミュニケーション能力育成部会を設置した。 

（6）書籍の企画、監修、編集作業 

「大学における学習支援の挑戦」編集委員と編集委員用メーリングリストを設けた。 

Ⅱ．総会、理事会の開催状況 

1．総会 

（1）定時総会 

2011年 9月 2日、福岡大学において開催した。 

2．理事会 

（1）理事会（第 2回） 

2011年 9月 1日、佐賀大学において開催した。 

（2）理事会（第 3回） 

2011年 9月 2日、福岡大学において開催した。 

（3）理事会（第 4回） 

2011年 9月 2日、福岡大学において開催した。 

（4）理事会（第 5回） 

2012年 1月 27日、会則第 28条第 1項に基づく決議の省略の方法による。 

（5）理事会（第 6回） 

2012年 3月 19日、大阪体育大学において開催した。 

Ⅲ．会員の状況 

1．2011年度の会員数 

（1）正会員 552名 

（2）大学会員 28団体 

（3）賛助会員 34団体 

2．2011年度の会員異動 

 前期末会員数 当期入会数 当期退会数 当期末会員数 

正会員 449名 103名 21名 531名 

大学会員 26団体 2団体 2団体 26団体 

賛助会員 29団体 5団体 2団体 32団体 

Ⅳ．規程等 

1．著作権規程の一部を改正し、2012年 3月 19日から施行した。 

2．役員候補者選出規程の一部を改正し、2012年 3月 19日から施行した。 

 

以上 



 2011年度（平成23年度）
2011年4月1日～2012年3月31日

日本リメディアル教育学会　収支計算書

差額 備考

数量 単価 合計 数量 単価 合計

前期繰越（A） 7,100,728

I．収入の部

１．会費収入

正会員 500 4,000 2,000,000 506 4,000 2,026,000 26,000

大学会員（大学賛助会員） 30 10,000 300,000 26 10,000 260,000 ▲ 40,000

賛助会員（企業賛助会員） 40 30,000 1,200,000 36 30,000 1,080,000 ▲ 120,000

（小計） 3,500,000 3,366,000 ▲ 134,000

2．事業収入

印税収入 300,000 287,784 ▲ 12,216

学会誌収入

会員 30 1,000 30,000 31 1,000 31,000 1,000

 非会員 10 2,000 20,000 18 2,000 36,000 16,000

全国大会清算

第7回全国大会 237,371 237,371 準備金20万円を除くと37,371の黒字

地方支部大会清算

第2回北海道支部大会 24,363 24,363

（小計） 350,000 616,518 266,518

3．補助金等収入

寄付金 0 0 0

（小計） 0 0 0

4．雑収入

利息 1,000 474 ▲ 526

（小計） 1,000 474 ▲ 526

収入合計（B） 3,851,000 3,982,992 131,992

II．支出の部

1．事業費

年会費払戻 29,000 29,000

正会員

全国大会準備費

第8回大会 1 200,000 200,000 1 200,000 200,000

地方支部会運営・事務費 7 30,000 210,000 3 30,000 90,000 ▲ 120,000 関東・甲信、関西、北海道支部大会

委員会運営費 500,000 ▲ 247,500

選挙管理委員会 2,500

編集委員会 250,000

専門部会運営費 1,000,000 17,560 ▲ 982,440 日本語部会会議費

配布物印刷 150,000 156,450 6,450

学会誌印刷

第6巻第1号 1,200,000 1,087,821 ▲ 112,179

第6巻第2号 600,000 616,455 16,455

学会パンフレット印刷 3,000 40 120,000 0 ▲ 120,000 A4 表フルカラー：裏2色刷り、未作成

（小計） 3,980,000 2,449,786 ▲ 1,530,214

2．一般管理費

通信費 400,000 247,090 ▲ 152,910

理事会会議費 80,000 68,720 ▲ 11,280

事務用品 300,000 407,194 107,194

会員名簿管理等人件費 12 50,000 600,000 12 50,000 600,000 0

ドメイン取得管理 3,000 2,115 ▲ 885

サーバ管理費 150,000 150,000 0

雑費 10,000 6,275 ▲ 3,725

（小計） 1,543,000 1,481,394 ▲ 61,606

3．予備費

予備費 1,000,000 0 ▲ 1,000,000

（小計） 1,000,000 0 ▲ 1,000,000

支出合計（C） 6,523,000 3,931,180 ▲ 2,591,820

収支（B）－（C) ▲ 2,672,000 51,812 2,723,812

次期繰越（A）+（B）-（C） 4,428,728 7,152,540

予算 決算
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監査報告書

2012(平成24)年8月J　日

日本リメディアル教育学会

監事　丸冴殊丸

日本リメディアル教育学会

会　長　　穂屋下　茂　殿

2012 (平成24)年7月23日

日本リメディアル教育学会

監事紫親密治馨,

私たち監事は､ 2011 (平成23)年4月1日から2012 (平成24)年3月31日ま

での事業年度の理事の職務の執行並びに事業報告および決算書類等を監査いたしま

した｡その方法及び結果について､次のとおり報告いたします｡

1監査の方法

各監事は､理事会に出席し､理事及び職員に対して事業の報告を求め､関係書

類を閲覧し､業務及び財産の状況を調査し､当該事業年度に係る事業報告及びそ

の附属明細書について検討いたしました｡

さらに､会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い､当該事業年度に係る決

算書類及びその附属明細書について検討いたしました｡

2　監査意見

_(1)理事の職務の執行に関する不正の行為又は会則その他の規則に違反する重大

な事実若しくは著しく不当な事実は認められません｡

(2)事業報告書及びその附属明細書は､日本リメディアル教育学会の状況を正し

く示しているものと認めます｡

(3)決算書類及びその附属明細書は､日本リメディアル教育学会の収支の状況を

適正に示しているものと認めます｡
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